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広島市長　　　　　  ピアニスト

音楽の
あふれる
まちづくりで
広島を元気に
　音楽は、元気や勇気を与えてくれ
たり、気持ちを和ませたり、悲しみ
に寄り添ったり、被爆後の復興にお
いても人々に希望を与えたといわ
れています。今回は、広島出身の世
界的ピアニスト・萩原麻未さんと松
井市長が、昨年を振り返りながら、
音楽の持つ力や、音楽とまちづくり
について語り合いました。

ル・延期になりました。そのよ
うな状況を経験した今、改め
て何の心配もなく音楽に浸れ
る環境があるというのは本当
にありがたいことだったんだ
なと実感しています。演奏会
のスタッフの方々も、キャン
セルの手続きに忙殺され、経
済的にも大変な思いをされて
います。音楽だけでなく、全て
の分野においてそうだったこ
とを考えると、本当に辛い一
年だったと思います。
市長　多くの方が日常的な
活動ができる環境があって
こそ、演奏会も成り立つとい
うことですよね。
萩原　ありがたいことに、緊
急事態宣言解除後は、感染防
止対策をとりながら演奏会
も開催されるようになりま
した。これからもどうなるか
分からない状況ですが、音楽
は、日々生活する上で心の栄
養になったり、明日生きる希
望になったりするという面も
ありますから、少しずつでも
前向きな方向に向かってい
けばいいなと思っています。
市長　私は、新型コロナウイ
ルスという脅威が人々の平穏
な日常活動を妨げているとい
う構図を「平和」に置き換える
ことができると思うんです。
例えば戦争などが起こり平和
な状況でなくなると、人々は

新型コロナウイルスに
翻弄された一年

市長　昨年来、新型コロナウ
イルス感染症の影響で、さま
ざまな活動が制限される事
態になりました。萩原さんに
とっても影響が大きかった
のではないですか？
萩原　2月末の東京でのリ
サイタルを最後に、その後の
演奏会がほぼ全てキャンセ

通常の日常生活が送れなくな
る。当然演奏会などもできな
くなりますよね。平和な状況
が保たれてこそ人類に対する
脅威が取り除かれるというこ
とを、コロナ禍で、身をもって
体験されたのではないでしょ
うか。その経験を基に、演奏
会ができるような世の中が本
当に大切で、それができる環
境をみんなで維持しましょう
と、いろいろな形で訴えてい
ただきたいです。その良さを
ずっと味わえるようにした方
がいいねと思ってもらうこと
が、脅威に対する防波堤にな
るのではないでしょうか。

故郷広島と平和への思い
市長　萩原さんは安佐南区の
ご出身で高校卒業まで広島で
過ごされて、広島と関わる音
楽活動もされています。広島
のまちや平和についての思い
を聞かせていただけますか。
萩原　私は被爆3世で、母方
の祖父母から被爆体験などを
聞いて育ちました。平和につ
いて考える機会は多かったと
思います。広島で生まれ育っ
た1人として、音楽を通して少
しでも平和への貢献ができた
らと思って活動していますし、
私より下の世代の子どもたち
には、もし自分の身に起こった
ことだったらと、被爆体験を自

分に置き換えて考えてもらう
場がもっと増えたらいいなと
思っています。決して風化さ
せてはいけないことですよね。
市長　広島の地で成長する
中で、被爆の実相をより身近
に感じるという経験がまず
あったということですね。私
は、被爆の実相というのは、
その残酷な「死」と「生きる」と
いうことを対比して、自分の
人生をしっかり考える思考を
身に付けるということだとも
思うんです。その思考に影響
を及ぼすきっかけの一つが、
音楽ではないでしょうか。生
と死といったことを考える上
で、感性に訴えて大きな影響
を与えることができる――音
楽には、それほど強い力があ
ると思うんです。
萩原　数年前から明子さんの
ピアノ※という被爆ピアノと
ご縁をいただき、６月末のレス
トハウス完成式や８月５日、６
日の「平和の夕べ」コンサート
でも演奏させていただきまし
た。その際に思ったのは、平和
について、言葉で伝えることも

もちろん大切ですが、今もこ
うして生き残って大切にされ
ている被爆ピアノの音を通し
て、直接人の心に訴えかける
こともできるということです。
市長が仰ってくださったよう
に、音楽にできることは多いと
思いますし、私自身もそうした
活動をこれからもたくさん心
掛けていくつもりです。

市長　被爆を生き残ったピア
ノを活用して音を皆さんに伝
える。そうやって改めて平和に
ついて考えてもらうことで、よ
り強いメッセージを多くの人
に発信できますよね。生涯、そ
ういった視点を持ちながら演
奏家としての活動を続けても
らえたらと願っています。
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子さんはロサンゼルスで広島出身の両親の元に生ま
れ、昭和8年、ピアノとともに広島に帰郷。19歳の時、勤労奉仕中
に現在の中区八丁堀周辺で被爆し、翌日亡くなった。三滝町の自
宅で被爆し爆風で傷付いたピアノは修復され、被爆60周年を記
念するコンサートなどで演奏された。昨年7月からリニューア
ル開館した平和記念公園レストハウスで常設展示されている


